
開講
時期

配分

a b c d

① ○

② ○

③

④ ○

⑤ ○

⑥ 〇

⑦ ○

⑧ ○

⑨ ○

⑩ ○

⑪ ○

⑫

⑬ ○

⑭ ○

障害者の生活に関する課題やニーズについて理解すること
ができる。

介護保険制度などにおける介護福祉サービスの具体的な内
容について理解することができる。

リスクマネジメントと安全確保のための事故防止、具体的な
対策や組織的な対応について考えることができる。

介護の意義や役割を理解するとともに、介護に関する諸問
題、人間の尊厳を支える介護、自立に向けた介護について
理解している。

２　評価の観点等

介護に関する諸問題について関心をもち、その改善・向上
を目指して主体的に取り組もうとする態度を身に付けようと
している。

観察
レポート

a.

c.

d.

介護福祉に関する知識を身に付け、自立支援に必要な技
能を身に付けている。

１　学習の到達目標等

使用教科書・副教材等

学習の到達目標

介護福祉基礎（実教出版）

15%

趣旨

試験

前期４回以上、後期４回以上出席すること。

前１回～前６回、後１回～後６回のすべてに合格すること。

４　単位修得の条件（次の「スクーリング」、「レポート」、「試験」の条件のすべてを満たすことが必要。）

前期１回、後期１回、それぞれに合格すること。

介護従事者の健康管理
介護従事者の健康維持の重要性を理解し、ストレスマネジメ
ント、腰痛や感染症対策の技術を活用することができる。

介護における安全確保と事故対
策

感染対策

レポート

教科別質問教室について 各期１回までスクーリング回数に含めることができる。

スクーリング 放送視聴について 実施しない。

後
期

介護現場における感染症の実態及び感染予防の必要性や
意義を理解することができる。

介護サービスの概要

前
期

高齢者の生活と介護
（生活支援）

高齢者の生活に関する課題やニーズについて理解すること
ができる。

介護の意義や目的、役割について理解し、人間としての尊
厳を保持するための介護の在り方について考えようとする。

高齢者を支えるための介護の在り方について考えることが
できる。

介護を必要とする人の生活環境
介護を必要とする人を取り巻く環境を整えることの重要性に
ついて考えることができる。

教科・科目 福祉・介護福祉基礎
単位数

ライン 前期と後期

４（前期２＋後期２）

４

技能

介護に関する諸問題の解決を目指して自ら思考を深め、介
護活動の現状や介護の現代的意義や役割、介護を必要と
する高齢者や障害者の介護の実際を考えている。

学習のねらい
評価の観点

レポート
試験

レポート
試験

スクーリング
回数

思考・判断・表現

35%

関心・意欲・態度

障害者の生活と支援②

チームケアや他職種連携による具体的な介護の在り方とそ
の必要性や意義について考えることができる。

３　学習計画

介護に関する基礎的な知識を習得し、介護を必要とする人の尊厳の保持や
自立支援などの介護の意義と役割を理解し、介護を適切に行う能力と態度を
身に付ける。

観点

b.

評価方法

35%

知識・理解

自己の将来について関心をもち、サービス提供ができるよう
実践的な態度を身に付けようとする。

15%

レポート
試験

介護福祉の担い手

学習内容

介護の意義と役割

障害者の生活と支援①
障害者の生活を支える、様々な支援技術を実践することが
できる。

介護における連携

高齢者の生活と介護
（生活を支える介護）

この回は実施されません

この回は実施されません



回 日S 月S 火S 木S

1 2

3 4

1 2

3 4

1 2

3 4

1 2

3 4

1 2

3 4

1 2

3 4

1 2

3 4

1 2

3 4

1 2

3 4

1 2

3 4

1 2

3 4

1 2

3 4

12/14

1/4

介護を必要とする人の生活環境⑦

前
期

後
期

前２ 5/14 5/11

7/11

6/27

介護の意義と役割 前１

1/23

介護従事者の健康管理

1/18

高齢者の生活と介護
（生活支援）

登録

⑥

先生

提出日・合格

②

レポートｽｸｰﾘﾝｸﾞ
回数

学 習 内 容

①

③

4/25

6/11

7/9

8/20

7/23

10/10

8/22

5/16

前３④
高齢者の生活と介護
（生活を支える介護）

障害者の生活と支援①

前６

【先生からのメッセージ】
介護福祉基礎では、介護が必要な状態になっても人として尊重され、社会の一員として幸せな生活を築いていくための考え方や支援の
方法を学びます。専門的な内容ではありますが、「自分らしい生活」や「人と関わり方」が考え方の基本となっているので、福祉・介護
系、医療系の進路を考えていない人にとっても、役立つ内容です。「自分だったら、家族や大切な人だったらどうして欲しいか」を意識し
ながら取り組みましょう。

 ○　学習の記録
担当の
先生

介護における安全確保と事故対策

11/5

10/22

後４

後２介護サービスの概要

レポート前１～前６の内容

介護福祉の担い手

試
験

前４⑤

1/9

12/17感染対策 -

-

-

12/19

1/21
本
試
験

追
再
試

1/7

レポート後１～後６の内容

後５

11/7

⑬

10/5

10/19

11/21 11/16

11/9

11/19⑪

⑨

⑩

⑧ 後１ -

-

-

-

10/8

10/24

⑫

介護における連携 後３

-

-

-

-

-

-

- 8/17

ｽｸｰﾘﾝｸﾞ実施日

4/20

6/8

6/22

7/6

7/207/25

6/25

4/23

6/13

本
試
験

追
再
試

障害者の生活と支援② 前５

試
験

⑭ 後６

この回は実施されません

この回は実施されません


